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おわりに

第4章　視点

●　前章からの梗概

過度の白削、からくる、「経験を桔んたリユの役削」を演じようとする思いを、まも

なく捨て上、つたシュリヤンは、岩音らしいけJ動を佃jしてレーナル夫人との恋に′卯中

になるL　レーナル夫人もひたすらジュリヤンを貸し続け、9十日目」、ある回王がヴェ

りエ【ルを通過した際には、ヴ一丁リー1－－ルl【り長夫人の立場を巧みに利用してシュリヤ
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『赤と熟の構造（一）（吉田）

ンを警護隊員に抜擢させ、その若々しい馬上の勇姿に見惚れる口だが、その後ふたた

びヴ＿Lルシーに帰って数日後に、末子のスタニスラスが熱病に罷る。まもなくその病

状が悪化すると、レーナル夫人は、スタニスラスが牝ぬようなことがあれは、それは

自分の不倫に刈する天罰なのだと強く思い込むようになる〔‾‖喝のテクストは、スタ

ニスラスが承態から少しずつl叶復してきた頃のシュリヤンとレーナル大人の恋愛心理

を上に描いている〔

●　テクスト（上巻175員6行トト」78貝4行目）

っいに抑よこのィ、幸な母親を憾んだ。スタニスラスはすこしずつ危

険状態を脱した。しかし、足下の薄氷は割れてしまった。彼女の理仲

は白分の罪業の深さを知ったが、もはや心の平静を取り展すことはで

きなかった。悔恨が残った。その悔恨は、このような真心そのものの

女件の場合に、当然とるべき姿をとった。その生活は天国と地獄にな　5

った。シュリヤンの姿を目にしないときは地獄であり、シュリヤンの

足卜にあるときは天国だった。恋の陶酔に思いきりひたりきったとき

でさえ、レーナル夫人はシュリヤンにいうのだったし，「あたしはもう

llい考えなどもっていないわ。天罰を受けたの。もう取返しのつかな

い天罰だわ。あなたは若いし、あたしの誘惑に負けただけですもの、　川

神さまも許してくださるでしょうが、あたしのほうは地獄落ちたわ。

はっきりしたしるしがあるからわかるの。あたし、こわいわ。地獄を

日にしてこわがらないひとがあるかしら‘？でも、ほんとは後悔なん

かしてないの。犯せといわれれば、もう一度だってこの罪を犯すわ。

でも、あたしが叶きているうちから、子供を通じて天罰が下るような15

ことがなければ、それだけでも、あたしにはありがたすぎるくらいだ

わ」そうかと思うと、また別のときには「でも、あなただけは、あた

しのかわいいシュリヤンたけは幸福でしょうねり　あたし、愛しかた

が足りなくはないり」なとと、叫ぶこともあった。

とりわけ犠杵的な愛を求めるジュリヤンではあったが、その首1！湖心　20

も自尊心の悩みも、これほど人きな、まったく疑う余地のない犠牲を、
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『赤と取」の構造（）措凹）

たえず見せつけられては、〈ずれないではいなかった′J衡まレーナル

夫人を心から射‾るようにな′Jた。《この女はご族だし、おれは職人の

せがれだが、それはとうでもいいUこの姑はわれに恋してるんだから。

一・おれはこの女を相手に、恋人の役目をやらさjLる召快とはわけが　25

ちがう》こうした不安がなくなると、ンユリヤンは恋に狂い、まった

くの忘花のHI糾二ひたるようになった。

自分の恋を疑うようなそぶりを、ジュリヤンが見せると、彼女は叫

ぶのだった。

「ふたりたけで過せるのもわずかな月日のことだわ。せめてそのあい　3口

だたけでも、あなたをほんとうに、閥にしてあげたい〔せかれる巴い

たわ。あたしはもう、あなたのものでなくなるかもしれないのですも

の√〕あたしの身がわりに、人：ミ】・jが／供たちの上にFされたりしたら、

いくらあなたを愛するために什きるのたと思ってもだめたわ。あたし

のせいで／供が死んだのたということは、とうしても忘れられないで　35

しょうからr，そんな打撃を受けたら、とても封きてはいかれないわ√〕

′1さようとELっても、だめですわーノ気が邪1てしまいますもの」

「あなたはスタニスラスの榊内を引きせけたいとい／Jてくださったわ

ね、そのお気打はほんとにありがたいわ〔あたしたって、とんなにあ

なたの罪まで引きノ乏けたいかLれないのよl＿■　　　　　　　　　　朋

この人きな心の急変が、シュリヤンと恋人を結びつけている射．■Jの

性質を‘変した。その恋はもはや勘こ美貌を消去する気特や、これを

わがものとする誇りたけではなくな一Jた。

ふたりの半袖は、それ以来今までとは比へものにならないほと杭ま

り、身を焼く恋の炎はいよいよはけしくなった　ふたりは気も副うば　45

かりの陶酔を味わうのだった。ふたりの幸福は、はたのものには、い

′〕そう人きくなったと想えたにちかいない。たが、レーナル夫人は、

シュリヤンからそれほと愛されていないのではないかということたけ

を心配していた、なれそめのこ7）の、甘美な明1附き、曇りのない無l

の喜び、たわいないず福は、もはや味わうことができなか／Jた。ふた　50
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『赤と甲、』の構造（二）は田）

りの幸福は、ややもすると、罪の姿をとるようになった。

いかにも幸福で、一見いかにも穏やかそうなときでさえ、レーナル

夫人は、急に痙攣的にジュリヤンの手を掛）しめながら、叫び出すこ

とがあった、「まあ－　こわい†地獄が見える。たまらない責苦だ

わー　仕ノげないわ、それだけのことをしたんですもの」彼はは掛二　55

からむ蔦のように、労にしがみついて、抱きしめるのだったし，

ジュリヤンは女のおびえる心を鎮めようとするが、どうにもならな

い。女はシュリヤンの手を取ってはキスを浴びせる。そして、再び暗

い夢想にひたるのだ。宅地う．沃だってあたしには救いだわ。まだこの日＿で

あのひとと幾Rかは一箱に過せる。でも、了供を取られたら、年き地　6（）

嶽たわ‖……でも、それだけ犠牲をはらえば、あたしの罪は許される

かもしれない。・…‥ああ！禰さま！そんな犠牲をはらうくらいな

ら、あたしをお許しくださらなくてもいいのです。あのかわいい／伏

たちはあなたに背いたことなどありません。あたしだけが、ほんとに

あたしたけが悪いのでごさいます。夫でもない男に恋しているのです　65

から》

そうかと′以うと、レーナル夫人が落着きを取り尿したように見える

ときもあった。そういうときは、愛するものの生活をわが身の丈川一と

考え、これを毒してほならないと思うのたった。

Ⅰ『読み解く．」第4章の概念装置

r読み解く』とは、聾者が200的10月に大阪程漸土、科人ギ出版部からl梓し

た『「女の一生」を読み解く－フランス小脱の徹底分析一「　の略記である。

まずその第4章の果約から始めよう－ノ

小説文のなかに現れる事象は、常に誰かによって眺められている〔）多くの場

合、それを眺めるのは登場人物の誰かである♪　また、その視亘は、即物的かつ

解釈的である。

即物的視小は、対象を感党的に一受け1上める立場のことをいう、∴耶机的視点は、
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『赤と甲』の構造（▲）（．7H）

対象の意味内容を推し測る立場のことをいう。たとえば、←夫は彼女の胴をし

っかと抱きしめた」という山乗車は、被行鵜苫である「彼女」によって、即物

的にも解釈的にも受け■1められているじ川］物的意味は撫然としている。解釈的

意味としては、「私という布山よ粛二よ′Jて文門己された」と←彼女」が皿って

いることが挙げられる。

この即物的視点と解卿勺視点ま、ともに被行力者の　のである限りにおいて

は、肘一的な視点である。しかし、このJ司じ山乗事烏、行お者R身によっても

眺められているノすなわち、行力者の側には、抱擁者の触覚をもって出来事を

受け■lめる視点と、「新妻の肉体をやっと丁小に収めた」と解釈する視点とが

桐する〇二の場合の視点は、行為者nらが自分の行Jを眺めているので、1人J

在的だと言える（

上目といて闇なことは、行劫のみならず、発話や心動二ついても云える。所与▲

の発請について∴被発前者は聴覚的かつ酬釈的にそれをせけl卜める。聴馴勺に

その発話の調丁やl入浴をせけ【lめ、それと同日封こその調子と内容の凶って来た

る所以を解釈する。これらが被発・活者の外在的視点の中身である。一斗、発話

者は、ある目的のために訪している自分H身を見出す∩その目的の達成のため

に、色識的か卸意識的かの度合は場面によってさまさ　だが、発話の際の11詞

を工夫し、発話に盛り込むへき内容を紡き．【＝している＝こちらはJノほ的視点で

ある。

心刑こついても同断であるU「いらだたしさ」などの心理は、困れ的には、

そのノ剰朴と程度を、川棚州′Jにも研榔勺にも幸休が道川切れないものとして受け

l卜める0　万で、？引本もその肌用こ山、を巡らせたり、その程度を推し測った

りするし、体仙こ　柿の違和感や緊張感を党えもする。」一休が身近にいれは、

客体は＋体と即物的接触を保てるが、手紙やメ一一ルによる通信の場合には、文

面や字面に頼る以外に手立てはない。もっとも、州千の心理をIlLく把撼する

ために、いずれの場合が好都合なのかはにわかに定め雛い

けれとも、所与の登場人物の心耶描写は、外イl的視点を骨に伴うわけではな

い⊂たとえはnll川り接n■帖において展聞される物■よいでは、内山的視点が瀦工

される‖規則として、そこには外在的視点が存在しないL Hの前に他の登場人

4、うー



F赤と黒』の構造（一）（吉出）

物がいる場合であっても、主体が一一力的に物思いに耽っていれば、彼我の関係

は経たれている。

ところで、語り手は、ほとんど削二登場人物の視朗二寄り－煎っている。そし

て、それは読削二よる追体験の韮掛二なる。それでも、時として語り手が自ら

の視点を前面に押し目けこともある。純粋に客観的な空間紺鋤こなされる場合

がそうだし、語り丁自身の人牛観が述べられる場合もそうである。また、いろ

んな登場人物に対して、語り手がとれだけの距離を保つかも　様ではないrJつ

まり、所与の登場人物に語り手がどれだけ擦り寄るかには程度の差がある。こ

の点は、峡州の登場人物と観客との保係を思い起こせば、至極わかりやすいた

ろう‖

われわれ読者のほうは、語り手の札射こ′机二寄り添っている「語り手の視申、

が登場人物たちのそれと　一体になるときは、われわれも登場人物たちの立場に

なって、彼らのご動や心理を迫体験する。語り手が所与の登場人物に机確を取

れは、われわれとその人物のあいだも疎遠になる。

けれとも、。吾り千の視点と読者の槻一「■－のあいだには質的な相違がある（酢プ

チはストーリーを知悉している（、当然のことながら、読者にあっては事態が明

らかにそれと異なる′」もLHじであったなら、読苦という行為そのものが根本

から成、一／しなくなる。

もっとも、登場人物の視たと比べれば、読者の視点はより人山的である。け

だし、われわれが登場人物の言動や心理に刈して高みの見物を決め込むことが

できるのは、小説文の人きな魅力の　つである。つまり、われわれは、小説の

ストーリー展開の意外鼎にJl倒される　力で、個々の登場人蜘二対してはある

柿の優越感を抱くことができる。

これは　り＼称休小説にのみ出てはまることではない。ア坊っちゃん』のよう

な　人称休小説にも当てはまる′　人称体小説では、．．たり丁白身が登場人物と

して文帝小に出てくるが、その場合の．．普り丁は登場人物群の内の　人にすぎな

い。　プ∴　ナレーターとしての語り丁はストーリー展開を知悉している。つま

り、　人称体小説と二二人称体小説のいずれであっても、ナレーターとしての語

り手の有り様はl■・Jじである＝
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『赤と黒』の構造（▲）（占仙

Ⅱ　テクストの分析

本断章は、／供への劉情とシー∫－リヤンへの恋慕のあいだで、小が激しく揺れ

動くレーナル夫人の心群や言動を鮮らかに計」ている。その限りでは、視点の

千体はほとんど′廿にレーナル夫人である。

レーナルプ、人のンレンマは随所で喚起されている（例えば、Ⅰ2～14行目の

「あたし、こわいわ0地獄を削こしてこわがらないひとがあるかしら？でも、

ほんとは後悔なんかしてないの，犯せといわれれは、もう　度だりてこの罪を

犯すわ」では、ノ＼罰を畏れるレーナル夫人の言葉のl白後に、ンユリヤンとの愛

情関系をいかに彼女が大凧∴せ・／Jているかが、対照的に述べられているし、

神を畏れる㍍教的本能と、ジュリヤンとの小愉を無」の喜びだと′思う親碑的

愛欲とのあいだで、夫人の心が激しく捌Lる模様は、59子川からの内的独Hに

おいてより鮮岬＝こ窺い知ることができる√，

《地獄だってあたしには政いたわ。またこの日であのひとと幾日かは一儲

に過せる亡　でも、子供を取られたら、′lき地獄だわ．。・・でも、それだけ

鞘牛をはらえば、あたしの罪は許されるかもしれない。‥ああ▼　神さ

ま■　そんな糀朋をはらうくらいなら、あたしをお詳しくださらなくても

いいのです＝あのかわいい‾Jr供たちはあなたに伴いたことなとありませんし、

あたし7こけが、ほんとにあたしだけが想いのでこさいます。夫でもない男

に恋しているのですから》

見られるように、訴拭形態の州適凍超えて、レーナル夫人がド．宥っているジレ

ンマが、ここのテクストでは詳弧二描き出されている「，帖′L得ない2つの事

柄の　力を取り上げては、そのあとすくに他〟の事柄に眼を向けるという夫人

の狂おしい心の軌きが、本断章において速細と綴られている。l．り　人物の内面

に巣食う2つの石在が互し、に川手を攻撃している宜潮だ‖仰木ト■′する2つの視

∴丁が激突し合っている′

そのl猥りでは、l相の2つの1説、さらには、それらに耕する言説の発話者

であるレ一一ナル大人は、被党討者としてのシュリヤンがそこに　一緒にいること

を絶対的前提条†lとしていない。たた、彼らの恋の1つのクライー7ックスを二

一昭一



『赤と澤』の構造（一）（占出）

二で築くために、本断章を通しで削二Z人が一橋にいるという設；己を語り手は

採っている。

いずれにしろ、レーナル夫人のシレンマが徴に入り緋を穿って喚起されてい

るので、シュリヤンや読者の独占は、解釈的性質を帯びる余地がほとんと無い。

それほとまでに、レーナル夫人の心状が赤裸々に表現されている。

もっとも、上＿椙の2番目の引川箇所は、シュリヤンが上目こしえない州′J独l′l

である。そこには読者が喫驚するようなflが含まれているし，それは、「でも、

それだけ椛杵をはらえば、あたしの罪は糾されるかもしれない」という、レー

ナル夫人の心中の昭甲血を言い表す部分である。この郎分はすくに両面の別の

声によってむ定されるのだが、われわれ読者は、そこにおいて表現されている

大人のジレンマの深甚さにrl倒される。

一　力のジュリヤンは、夫人の言動を挑め、彼女の心坪を探る立場にある。偽

善をl一いて山世することを自らに課しているシュリヤンは、また、祁外れた猫

疑心の持ち主である。だから、自分の感情を容易には未に出さないへ　そのため

に、レーナルノ、人も「でも、あなただけは、あたしのかわいいジュリヤンたけ

は幸福でしょうね？」（17へ18行別　とシュリヤンに羅ねるほどである。

しかし、巌しいジレンマの底で悶える夫人の姿を［＝こして、誇り高いシュリ

ヤンも、夫人の真心をもはや疑い切れなくなる。その間の判情は、20行目から

の1段落二おいて明らかである。

とりわけ犠牲的な愛を求めるジュリヤンではあったか、その猫疑心も日

・！ち】心の悩みも、これはと大きな、まったく疑う余地のない娼糾′【を、たえう

見せつけられては、くずれないではいなかった。彼はレーナル夫人を心か

ら変するようになった。≪この女は貴族たし、お札は職人のせがれだが、

それはとうでもいい〔この女はおれに恋してるんたから‖　‥・おれはこの

女を柑丁に、恋人の役「†をやらされる召使とはわけがちがう》　こうした不

安がなくなると、シュリヤンは恋に狂い、ま／）たくの忘我の粧埠にひたる

ようにな一）たr，

この引川箇所の＝和封二「忘我」という百薬が山てくる。我を忘れる－つま

り、客体に刈するI体の視点が滅ムl」する。これは、レ【ナル夫人についても同

一小1－



『赤と甲▼．の構造（日吉川）

じことであるL－「恋に射う」という仙由一に2人はいるしこのような′l皿では、

そもそも恥7という77ククー山林が倒して如くな′Jてしまう。2人の存在が、

それぞれ岡右の視点を持ち得ないほとの調和にまで融合する。

小説を読むとき、われわれは語り手の存在に特段の注・3、を払わない。その神

州の最たるものとして、読抑帥∫よりもストリー矧机二江川していることが

挙げられる∩読者まその最大の臥し、判二惹かれて、ひたすらペーンをめくって

いく、、

それに対して、イ稿で試みられているのは断や凝視である。必然沌吊二読みの

テンポは遅くなる。その代わりに、辿ノ・肯ならは見えか一二とも見えてくる。例

えば、語り千がいかなるタイプの人物なのかがわかるし

テクストのし■要目二は「ついに神はこの不幸な母親を僻んだ。スタニスラスは

すこしずつ危l馴ノ＼態を脱した」とある（ここからは、．，川手が鯉神論名でない

ことがわかる′　もっとも、レーナル夫人とジLリヤンの不倫関係を事細かに述

へ、ンててもいる‖その′甘孜からは、イ＝仰の迫を逸れた恋であ／〕ても、それを許

そうという姿勢が窺えるりまた、レーナル夫人の信仰心は、これからあとのス

トーリー展開にと／Jて貌婁なモーメントとなっていくい

こうLたことは『赤と甲　の．語り手にl狙って言えることだが、より一般的に

小説文の詰り才に思いを巡らすとき、少なくとも2つの点が指摘されねはなら

ない。

‾つは、語り丁が全ての登場人物の心理や事情を知悉していることである。

その次第は、地の文からも直握日石法からも窺えるし、また、内的独白にも表れ

出るCここの晰草では、・語り手は、王にレーナル夫人の佃lに忍び込んだり、

その云葉や独IJに撞り笥ったりしている。そして、読者もこうした語り丁の視

山、に同朋する。考えてみれば、こうした腔験ができるのは小説文ならではのこ

とであって、l慄年溝においては適わないことである＝小説を読むとき、われ

われはR常の斑1を逃れて、幣Lユキソナノクな想像の1日附二日らを解き放

もう　一つは、r－約千が途ノノもなく弁占爽やかだということである　それを記
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瑚こと取』の依造（一）（占田）

述者と言い換えても、その人物は並外れて有能な執筆家であるD『赤と熟上

巻に限っても、350ペーシほどにわたる云説を、口や手から些かの淀みもなく

紡ぎJIけのは、まさしく神業に等しい。だから、小説の掛〕手や記述者は、あ

くまで押念的な存在だと見なされねばならない。フランス釦二「本のように討

す」という成句があるが、小説に限らず全ての封勿は、淀みの無さを特徴とし

てイfLている。われわれ読諸（あるいはIiHき手）は古物の文章の滑らかな流れ

に身を任せて、ひとときのあいた日頃の雉念を忘れ去る。

われわれは、ストーリーの全体も細邦も知悉している語り手に随従する。そ

れは、いろんな驚きを喫したいからである。語り手も、惜しげなく鷺きの種を

撒き散らしていく∪そうしなければ、白らの存在矧11が無くなってしまうから

である。語り手の存在と読み手の存在は、小説の想像的Ⅰ‖界を只規化させるた

めに、欠けてはならない2つの重要な要素だと言えよう。

語り手がこ説のなかに仕掛ける驚きの柾として山も代卿勺なのは、対照もし

くは刈比である。対照が2つの心象について言われるのに対して、対比はそれ

らを並へ比へる行為について占われる。例として44～51行目の1段落を収りl

けてみようり

ふたりの幸福は、それ以来今までとは比へものにならないほど■已Jまり、

身を焼く恋の灸はいよいよはげしくなった。ふたりは気も新うはかりの陶

酔を味わうのだった。ふたりの幸福は、はたのものには、いっそう大きく

なったと思えたにちがいない。だが、レーナル夫人は、ンユリヤンからそ

れほど愛されていないのではないかということだけを心配していた、なれ

そめのころの、世業な明朗さ、掠りのない隈十の喜び、たわいない半袖は

もはや味わうことができなかった。ふたりの幸福は、ややもすると、罪の

姿をとるようになった。

ここには、いまの「身を焼く恋の炎」と「なれそめのこ7）の、甘美な明朗さ、

畏りのない無lの喜び」とが対照的に並へ笹かれている。軒にレーナル夫人の

側にあって、罪の意識に戦く規在と罪の観念が胸に無かった過去とが対比され

ているじ
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上戸赤と黒』の構造し）（．4汁H）

もっとも、この対照は、レーナル夫人の暢合もンユリヤンの場合も、厳熱二

は全きものではない自＋・二の段舶二あるように、過去において、レーナル夫人は

「シュリヤンからそれはと愛されていないのではないか」という「心配」も抱

いていたのたし、シュリヤンのほうはある「不安」（26子JH）の舶二なっていた。

すなわち、自分が「恋人の役員をやらされる召使」（25行目）なのではないか

との疑念であるn「崇りのない無上の喜び」の抽l・にあっても、猫疑心の強い

シュリヤンは、そのような不安を胸に抱いていた。

これは、われわれがこれまで知り得なかったことである。だから、そのよう

なィ、安が彼の脳裡を去らなか一Jたと知るとき、読者は大きな驚きを覚える。読

者は、2人が純粋な愛の絆で結ばれていると思い込むように仕向けられていた。

完全な愛の絆で2人が結はれるのは、彼らの愛情関係が「罪の姿をとるように

なって」（51行目）はじめてだったとは、J支肉な運命であり、われわれ読者に

とって小さからぬ驚きである。

小説を読みながら、われわれはさまさまな「喜怒哀楽」を登場人物たちと共

有する。それらの感け】に通底しているのは「驚き」である。発場人物たちに感

情移入できなけれはなす純はないが、それができれは、賢きに満ちた彼らの什

清や人姓を、読者は我がことのように迫体験する。

Ⅲ　まとめ

本テクストを分析するまでは、i体と客体のあいだで感受的視点と解釈的視

一｛とが婿に働いているものだと考えていたりもちろん、客体が睡眠状態にある

ときは自ずと請が異なるc Lかし、その場合でも、附）にドl笑っている客体を眺

めながら主体はいろんな′lよいを巡らせる。

いずれにしても、『読み研く』第4章を執筆しているときには、我を忘れる

ほと2首が融合するという状況にまで思いが至らなかった。それに対して、主

客が完全なまでに融合する場面を扱っているのが、本l押出二他ならない。

新たな素材を取り「けて分析することの効川は、まさしくこういうノし■∫にある

のだろうし　また、■「読み解く』約4章で『女の　′hのなかの　口説を分析の
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『赤と諷』の栴造仁）（吉田）

姐トに載せた経験が無かったら、そうした事柄に気づいたかは疑問である。2

っの言説がともに男女間の場面を描いていながら、『女の－一生』の言説が2人

の関係の配船を際立たせていたのに対して、『赤と黒』の本断章は、2人のあ

いだの絶対的調和を強調している。その対照に気づくことができたのは、われ

われにとって大きな収穫である。

これとは逆に、詣川手の存在群山については、本章で再確認することができ

た。とりわけ、語り手はあくまで理念的な存在であるが、その存在をどれほと

読者が必架としているかについての考察を深めることができた。おそらく冊の

全ての名作において、語り手は名ナレーターなのだろう。だから、読者は1走み

無いストーリー展開に身を任せるのたし、特段の注意を払わなければ、語り手

の存在すらも気に掛けることはない。名役者の演技を見ている践しいに、観客が

その役者の私生活に思いを巡らせはしないのと、事情はよく似ている。

また、小説を言ン■Lむことは、数かずの驚きに遭遇することである。スリルやサ

スペンスを経験することである。「足1、の薄氷は測れてしまった」（2行目）と

。子川手が宣告するときに、読者は2人の恋仲がどうなるのかと疑問に思う。一

種のサスペンス状態に読者は置かれるわけだが、残りの紙幅のほとんど全てが

その疑問に対する応えとなっている。罪の意識があるからこそ燃え盛る恋の炎

に身を焦がす、2人の姿が詳しく描き出されている。小説は、異様な光を放つ

ことで読者の想像を掻き立てる言説である。

第5章　語り手と登場人物

●　前章からの梗概

冬の到来とともにレ一一ナル一家とンユリヤンは、ウェルシーからウェリエ‾ルに

帰ってくる〔ところが、暫く前からヴェリエーールでは、ゾユリヤンが年俸6り0フラン

のままでレ一十ル家に居柁るか、年俸8〔）0フランをLPLHた貧民収谷所長ウ7ルノ氏

の子供たちの家庭教帥になるかが取り執痛、されている，そのうえ、レーナル夫人の几

小間使いが、憐悟の際にシェラン神父に夫人とシュリヤンの恋仲を暴露し、ンユリヤ

ンの将来を心配した神父は、衡二フサンソンの神学校に行くことを強く勧める。また
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『赤と男』の構造（1倍田）

ウJリエールの社交朴でも彼と夫人の仲がとかく噂されるに及んで、レーナル氏とし

てもンユリヤンを11宅に留めおくことができなくなるr Lかし　万、ことことに張り

合っている伸のウ7ルノ氏にはンユリヤンを取られたくない．ノそこで、大ノしの勧めに

従って、神デ校でのユ何問の′用としてシ」リヤンに600フランか提供するという条

件で、彼に叫から離れてもらうことにする　　卜掲のテクストは、そのような搾緯

があった【自後の綺所である。

●　テクスト（「巻飢7貝7行R～25日貝5行目）

貧民収容所長が公然と申し込んできた八百フランの職を、夫の体面

を考えて犠牲にしてくれるのだから、その兜め合せを′受け取ってもす

こしもはすかしくないではか－かということを、シュリヤンに納得さ

せるのは、レーナル夫人としては、人の場合より、なおさら′けが折れ

た。

シュリヤンは幾度もいい返した。

「でも、わたしはほじめっから、ほんの　瞬Jでも、あんなリ上の小し

入れを承諾する気はなかったんです。あなたのおかけで、「品な牛清

にすっかり慣れてしまいましたから、ああいう下品な馴・には、とて

も粗慢できないのです」 10

矧掛二も切迫した刊情の、鉄の腕の裾二は、ジュリヤンの意志、も属

せずにはいられなか′Jた。□恥じ、の千品、ウェTけ－ルの叫長が附し

てくれる金を借りることにはするが、丘イl後には元利ともに返済する

と－1年いた証文を7度そうかなどと、つまらないことを考えた。

レーナル夫人は、rlrのなかの、例の小さな洞窟に、相変らず数T715

ランを隠してあるn

彼女はシュリヤンが一受け柁らないたろうし、となられるだろうとは

わかっていながらも、おそるおそるその会を使ってもらえないだろう

かといってみた′

「わたしたちの恋の思い出を、朽そうというつもりでうか・）」と、ン　2日

ユリヤンはいった。
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『赤と軌の構造（一）持出）

とうとう、シュりヤンはヴェリエールを去った。レーナル氏は非常

に喜んだ。いよいよレーナル氏から金を受け取らさるをえなくなった

とき、シュリヤンはこの犠牲があまりにも人きすぎると【上し）たし彼は

きっぱりことわった。レーナル氏は削二俣を浮べて、ンユリヤンの頸　25

をかき抱いた。ジュリヤンが身分証明橋を求めると、彼は感激のあま

り、その品行を大いに′Lliめようとしても、うまい文句が山てこか－あ

りさまだったr．ジュリヤンは五ルイの貯金があったし、フーケからも、

五ルイを情りるつもりだった。

ンユリヤンはすっかり感劫していたnだが、あれほと恋の思い山の　30

多いウエリエールから　虻も離れると、もはやフサンソンのようなり．七

の苫郡、大きな要策郡市を見る楽しみばかりを忠いえがいていた。

この矩い「用押津川■のあいだ、レーナル夫人ははけしい恋の幻想

にたぶらかされていた。毎日がどうにか送れたのは、白分ときりきり

の小耳のあいだに、ジュリヤンとの最後の智会が殉されていたからな：う5

のた。彼女は、それまでの時間を訂川、一　分　秒を放えていたりつい

に、－HRの夜、しめし合せておいた合図が遠くから聞えたりあらゆ

る危険をおかして、シュリヤンが目の前にあらわれた。

この瞬l；りから、彼女はこれが見おきめたということしか考えなかっ

たrJ恋人の愛撫に答えるところか、まるで肘ナる屍のようだった。む　40

りに、恋しかったといおうとしても、どこか収ってつけたようで、ほ

とんど反対の気符をいっているように思えた。永遠の別れだという、

いたましい思いが、片時も離れないのだ。才l【」疑心の強いシュリヤンは

ふと、もう忘れられたのかと思った。そうした怨み古をいっても、彼

女は黙って人種の涙を流し、1－‡～攣したように手を鵜川しめるはかりだ　45

／Jた。

「だって、こんな調了で、あなたがイロじられますかり」と、シュリヤ

ンは、恋人のこうした冷たい応じノJに対してい一Jた。「テルウイル人人

にだって、ほんの顔見知りのひとにだって、くらべものにならないく

らい親しけな様子を見せるじゃないですか」　　　　　　　　　　　　50
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『赤と乳の構造（1倍田）

レーナル夫人はイr像のようになって、返事もできなかった。

「あたしみたいに不幸な女がいるはずはない。・このまま死んでし

まいたい0　・心臓が冷たくなっていくようですわ　」

それがシュリヤンの聞きえたいちばん長い返事だった。

夜がI′1み、いよいよ出ていかなければならなくなったとき、レーナ　55

ル夫人の朕は、まったくかれ果ててしまった。シュリヤンが綱を結ん

で窓のところにいよりつけるのを、黙ったまま、キス　つ返そうとも

せず、眺めていたし，

「これであなたが望んでおられたとおりになりましたね。これからは

良心の帆■しもなく暮せるわけです。お子さんがちょっと具合が想いか　60

らといって、お勘二でもはい／jてしまったような気になることもない

でしょう」

シュリヤンはそんなことをいってみたが、むだだった。

「スタニスラスにキスしてやっていただけないのが稚念ですわ」と、

彼如皿令やかにいったr，　　　　　　　　　　　　　　　　　65

シュリヤンはこの′Ⅰける屍から、末のない抱擁を′受けると、深く心

を打たれてしま／）た〉幾里も歩きつづけながら、そのことはかりが思

い出された（，心はめいるばかりだ／」た。そして山を越すまでは、ウェ

リエ‾ルの教会の鐘楼が見えるかぎり、いくたびも振り返って見たく、

工『読み解く』第5童の概念装置

小r・妃を読むとき、われわれはそこに登場人物の布fLを認める。また、・完の

文体的特徴を持つ語りrの在仙こも、人によって多少の違いはあっても注意を

払う0この内、登場人物どうしの関係は、対照的であることが多い。その対照

佃二は、丸巾価rl勺である場合と点描的である場合とがある。

例えば、同一」鋸lにいる登場人物Aかいままさに陶酔の最中にあるのに別し

て、豊場人物Bが厳しい現実を直視しているといった′伏況は、大画面的対照虻

表象する。そのト＝二状況で、ある小道具（L・‾読み解くJ第5串では「ピストル」）
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『赤と黒』の構造（一）（占田）

を巡って、方が篤きを露にするのに対して、他方がきわめて冷静に構えてい

れば、その対比は点描的である。登場人物どうしのコントラストを浮き周川に

するに当たって、語り手はこれらのZつの事象を言説のなかに盛り込む。その

ほうが、対照を効果的に表すことができるし、ひいては読者に多大なインパク

トを与えられるからである。

また、対照的喚起は、ロート場面の内での刈比に基づいていることもあれば、

異なる2つの場面とうしでの対比に基つくこともある。たとえは、ふい労女の

膿密な恋愛関係が描かれたIh後に、その関係が冷めかかった時期の2人の描写

が続けば、これは異なる時空のあいだでの対比である。そして、この場合でも、

人l輌血的対照に加えて」l．呈指的対照が支えとなり得る。『読み解く』第5章では

「財布」が小道只として用いられていた。

人画面的対照にノ「里削対照を重ねるのは、一種の反復法に他ならない（Jそこ

からは強調効果が桔成される。それに対して、対照はそれ白体の内にレトリノ

ク効果をやんでいる。だから、刈照法も、反復法と同株に小説文のなかで多用

される′ノ読者は、小説の文革のなかに現れるさまさまなコントラストの妙を味

わう√、コントラストに出会うたびに、われわれ読者は新鮮な驚きを覚える。も

しそのような驚きが附ければ、いま読んでいる小説を読者は放潤してしまいか

ねない。無味忙煤だからだ。

小説の．語り手もしくは記述者は、反復と対比を織り交ぜながら、トラマナノ

クな言説を編みlけていく名手である。

ところで、語り手が登場人物の心理や言動に寄り添う度合と頻度が高いほと、

。約千と登場人物の粧鮒が接近する。これは、対人「酎係においてわれわれが日

頃から昨験することと符合する（，

そして、小説には千人公がいる。『読み解くJ弟57「のテクストでは、概ね

ジャンヌとンユリヤンがそれぞれ主演女優と1滴男優である。語り丁はもっぱ

ら彼らに感情移入を行いつつストーリーを展開する。読者も、彼らの心理や云

勤にnJを同化しながらストーリーーを辿一）ていく。

そうするとき、われわれは仙こ．．作り了の存在を感じ取っているのではない。

心群の描写や］劫の喚起が詳細であれはあるほと、それらを紡ぎ出している識
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『赤と黒』の構造（二）相田）

i）手の存在を読者は意識しないものだU吉相の同一化の対象は、語り手ではな

く登場人物だからである（、そのようなとき、詳細なストリー展開の背後に有

在する語り手を想像の馬外に閏いて、われわれは登場人物にはとんとなりきっ

てしまう。

これとは逆に、描写の粗いところ、すなわち「事実」が淡々と羅列されてい

るところでは、登場人物と読者の一体化の度合が低卜するし、その結果として、

それらの「事実→を、旭へている語り手の存在感が増大するnつまり、′J、脱文が

物語化することによって、語り手の声が読者の耳に屈し、てくる。噂なる物語で

はない′捕まらしい筒所は、心理や口動の詳しい喚起がなされている箇所である

が・往々にして小説文には紫きでしかない筒所がある。そこにおいて聞こえて

くるのは語り丁のノー・だけである。

また、語り了がストーリー展開の最中にJ7たJ人してくることもある。登場人物

の心群や言動を臆面もなくHら評価することがある。ここにおいて、語り手の

存在感をわれわれは最も痛烈に′受け‥めるし－もっとも、裏には盃があるように、

語り手の閥人を仕掛けている別の．語り手が行丞するr，つまり、より高い次元に

、ンつ語り手がいる。このように見ると、そもそも語り丁は一枚岩の存在ではな

く、疑つもの屑から成り、ンつ存在たとわかる。たとえは、シノプシスを受け持

つ語り手がいても良いだろう。こうしたことは、実は読勘二ついても1。膵机二言

えることであるし、

Ⅱ　テクストの分析

大づかみに言って・本テクストは2つのテーマを扱っている。すなわち、金

銭に関するシュリヤンの別事さと、漕会でのジュリヤンとレーナル夫人の心群

である。

まず、神学校での1年間の学資としての600フランを、レーナル大人の達て

の懲胤二も関わらず、シュリヤンがなかなか′空け眠ろうとしないことが挙げら

れる0「殉門別二も肌出した事情の、鉄の鵬のHTJには、ンユリヤンの乱志も屈せ

ずにはいられなかった」（lト】2子JH）とあるように、止は受け柁ることに
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『赤と諷』の構造（二）（吉田）

決めたが、「いよいよレーナル氏から金を受け取らざるをえなくなったとき、

シュリヤンはこの犠牲があまりにも大きすぎると思った。彼はきっぱりこと

わった」（23－25行目）に見られるように、結局は600フランを断念してしまうU

また、白分が隠し持っているカネを、レーナル夫人はシュリヤンに使ってほ

しいと「おそるおそる」（18才了目）頼むのだが、それに対してシュリヤンは、「わ

たしたちの恋の思い日を、汚そうというつもりですかつ」（20行口）と応じる。

この応答からは、金銭面だけではなく、恋愛面においでもシュリヤンが際立

った坪想ヰ読者であることが窺える。語り手は、反復法に依拠して、シュリヤ

ンの醍しいポートレートを描き出している。

そのような理想主義的なシュリヤンと対批的なのがレーナル氏である。†lの

600フランを受け取ることをシュリヤンが断ったときのレーナル氏の反応は、

25－28行Rで次のように喚起されている。

レーナル代は目に涙を浮べて、シュリヤンの頚をかき抱いた。シュリヤン

が身分証明諾々求めると、彼は感激のあまり、その品行を人いに賞めよう

としても、うまい文句が出てこないありさまだった。

ここには、レーナル氏の苗蜜さが、2つの文で描き出されている。いずれの文

も、レーナル氏の物惜しみな性格を誇張的に措いているが、2つの文にわたっ

てそれが触れられているからこそ、反復法に巾来する強調効果が醸成されてい

る。また、このように戯言的に氏の寓語さ加減が強調されているので、シュリ

ヤンの廉潔さが際立ってくる。

反復法と対照法の組み合わせによって、文章のドラマナノク性が■舘陽されて

いるわけだ。なお、ここでの対照は「600フラン」と「身分証明書」の2つの

小道只に依拠しているし，

次のテーマ、すなわち、最後の智会でのシュりヤンとレーナル夫人の心神状

態については、3ロー32行目にこうある。

シュりヤンはすっかり感動していた。だが、あれほど恋の【且い出の多い

ヴェリエールから　盟も離れると、もはやフサンソンのような県の首都、

大きな姿楽都市を見る楽しみばかりを思いえがいていた。

ここでは、レーナル夫人との過き去った愛の日々に対して、シュリヤンが意外
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『赤と甲」の構造（1（合冊

に・l打抜としている様／が喚起されている　望み多き榊がR分の将来を柏む姿

を、語り手は素描している。

ところが、レーナル夫人はそうではない∩彼女はンユリヤンとの別離を心底

から嘆いている。自分にとってこの11柄全てである才・■者を失うことに深く戸惑

っている－その模様は、たとえは、33行Hからの次の御所から歴然としている。

この短い二H間の留′1－のあいだ、レーナル夫人ははけしい恋の幻想にた

ぶらかされていた－）毎日がとうにか送れたのは、自分ときりきりの不幸の

あいだに、ンユリヤンとの最後の智会が残されていたからなのだ。彼女は、

それまでの根間を‖川、　分　秒を数えていた。

これらの2つの引川箇所はテクスト中に連続して現れる。だから、夫人とシュ

リヤンの心理状態の対照はr俳†である。そして、このことは密会の最中につい

てもJ口J掛二占える。したがって、この「以後の密会」のテーマにおいても、反

触二よる強調と木川引二よるインパクトを糾み合わせることによって、語り手は

われわれに深甚な印象を′ブえている。

けれとも、最も鮮明なコントラストは、卜指の30～32行Hと本断章を結ぶ次

の段落とのあいだに、構築されていると言えよう。

シュリヤンはこの′lける屁から、如）ない抱擁を夏ナると、深く心を打

たれてしま一Jた。棄餌1も歩きつつけながら、そのことばかりが思い山され

た0心はめいるはかりだ一）たしそしてl日を越すまでは、ウェリエールの教

会の鐘楼が見えるかぎり、いくたびも振り返って見た∴

シュリヤンが「深く心をヰJたれてしまった」のは、レー∵トレ夫人の自分に刈

するノ剥離）朗1けしなさに、いまさらながら気ついたからである。レーナル大人

は、もっぱらシュリヤンとの粟情関係右側川ながら、日々を送っていた、だか

ら、その愛情関係が絶たれてしまうときに1たって、H分の存桐里山を失って

しまう（夫人が「牛ける姐と化してしまったのはこのためである‖

実際には、これが2人の永遠の別離とはならない。けれとも、いまのH紺、で

は、夫人は、これがシュリヤンと会う最後の機会だと思い込んでいる。

小道共はここの辺りにはあまり見、Liたらないし，強いて］えば、56行目に出て

くる「綱→が注目される、これはtうトこう8行目の「あらゆる危険をおかして、シュ
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『赤と軌の構造（＿＿）（去田）

リヤンが目の前にあらわれた」に呼応する小道貝である。シュリヤンの身のこ

なしの鞭やかさを示唆する「綱」であるが、それを準じ登るときの彼の情熱と、

それを伝って下の地面に降りるときの彼の沈鬱な気持ちが、対照的に描かれて

いる＝この小道只は、シュリヤンの心群価の激変を描くための　つの支えとし

て川いられている。

語り手と所与の登場人物との距離は、語り手がその登場人物の心理や言動に

寄り添う度合の高さと逆比例する。これは、読者と登場人物の関係についても

l瑚封二言えることである。その間の事情は、映画負債での観客と登場人物との関

係によく似ている日

本断章では、36－37行目の「ついに、二HHの夜、しめし合せておいた合l可

が遠くから聞えた」から6（ト67行目の「シュリヤンはこの年ける屍から、気の

ない抱擁を受けると、深く心を打たれてしまった」までのシーンにおいて、描

写が最も詳細である‖この最後の密会の場面で、語り手も読み手もンー1一リヤン

とレーナル夫人に最も接近する。それほと2人の心理や言動が事細かに描かれ

ている。

ところが、このように描写の筆が細やかであると、われわれ読者は、描′′j■の

i一体である肘）手あるいは記述者の存在を、念頭から滅却する。そして、シュ

りヤンとレーナル夫人のことしか考えられなくなる。だから、2人のil之後の密

会のイ川様がとんなものかを期待して読み進めてきた読者は、射こ相違してそ

れが悲嘆に満ちたものであるのを目撃して一驚を喫する。約束とおりシュリヤ

ンがレーナル夫人のRの前に現れた瞬間から、彼が夫人の許を窓から辞する瞬

閲まで、夫人が「イ」像のようになって」（5】行目）絶望を噛み締めている様／に

我がことのように眺め入る。

H様のことはあらゆるシーンについてもコえるだろうっある小説を読んで、

相当の時間が提週しても、なお．，売者の脳裡に浮かびくるのはシーンである。こ

れは、読み手がそこにおいて登場人物と密に一体化したからであるJそこが、

読者による追体験のいちばん澤か／Jた箇所だからである。

そのために、すでに引用した、この断章の末尾の1段落などは、われわれの
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『赤と甲』の構造し．）（＃H」）

記情には永く留まらないし、

シュリヤンはこの生ける屁から、気のない抱擁を受けると、深く心を打

たれてしまったの賎里も4、きつつけながら、そのことばかりが思い出され

たU心はめいるばかりだったr）そして山を越すまでは、ウェリエールの散

会の鐘楼が見えるかきり、いくたびも振り返って見た。

このイ′lは単なるナレーションであるUここにおいて聞こえてくるのは、たと

えシュリヤンの市苦しい心境が喚起されていても、語り手の声のみである。シ

ーンのりノ迫感はここには存在しないUこのような筒所では語り手と読み手が額

を付き合わせることになるノストーリーの緊迫感が緩む繋ぎの箇所は、このよ

うな特徴を丞している。

語り手が小説の文章のなかで自らの顔を覗かせることは、それほど棉ではな

いe例えば次の件（1ト1両日日は、詰り丁の和人のニュアンスを色濃く帯び

ている。

残附二も切迫した事情の、鉄の腕の前には、ンユリヤンの乱よも屑せず

にはいられなかった。‖母心の丁前、りエリエhルの町長が出してくれる

金を借りることにはするが、五イ1後には元利ともに返済すると害し－た証文

を渡そうかなとと、つまらないことを考えた、，

最初の文のこい回しから感じ顆られる響きには、批居削）＝卜のそれとよく似

たものがある。これは本断章の随所について云えることであ／つて、それによっ

て物「評fが際、ンつ恰‖二なっているU

また、ここの引川文の末尾には「つまらないこと」という語り手の直裁的は

評価の言葉が認められる。「ウーrリエールのl町長が山してくれる金を作りるこ

とにはするが、五年後には冗利と　に返済すると．7いた証文を渡そう」という

考えは、とこが「つまらない」のだろうかぐ，小．．舶）1人公の思念としては、あ

まりにもロママ、スク11に欠けるということかもしれない）

それに刺して23～25行目は大いにロマネスクである。

いよいよレーナル氏から会を蔓け収らさるをえなくなったとき、ンユリヤ

ンはこの糀判があまりにも大きすさると想／た∪彼はきっぱりことわった。
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r赤と軌の構造（二）は田）

ここの件からは、われわれの千人公の髄潔さが如実に伝わってくる。最後の瞬

間において番意するという結構もそれに一役買っている。

小説のi一人公はさまさまな試練を乗り越えて自己を実現する。そして、髄潔

さをいつも持している。シュりヤンが崇拝するナポレオンも、一一将校から皇帝

にまで卜り詰めた。けだし、『赤と軌全編には冒険小説の雰囲気が色潰〈漂っ

ている、

シュリヤンのこの清廉さと真っ向から対照をなすのが、レーナル氏の貧要さ

である。すでに取り卜けたが、。語り手は、レーナル氏のカネへの執着心を、前

掲箇所のl白後で次のように戯画化している‖

レーナル氏はlIに朕を浮べて、シュリヤンの頚をかき抱いた。ジュリヤン

が身分証明苦を求めると、彼は感激のあまり、その【抒■行を大いに黒めよう

としても、うまい文句が出てこないありさまだった。

ここでも語り丁の悶人のニュアンスが色濃く認められる－ノ　レーナル代の梢桔

さは、呼にシュリヤンの清廉さと封をなすだけではない。その利」心は、レー1

ナル夫人の′思い遣りの心とも、強いコントラストをなしている。夫人は、ジュ

リヤンが手元不如意であることを心から心門己している。例えば、次のようなイ′t

（15－19才Jm　からそれが窺われる。

レーナル夫人は、両のなかの、例の小さな洞軌こ、相変らず数Tフラン

を隠してある。

彼女はシュリヤンが受け取らないだろうし、どなられるだろうとはわ

かっていながらも、おそるおそるその余を使ってもらえないだろうかと

い／Jてみた。

本l析章では、不倫を犯していながらも、青いに清廉な㍍調ちを持しているジ

ュリヤンとレーナル大人が、カネへの執着心の異常に強いレーナル氏と、対照

的に措かれている。そのコントラストは戯画的に書き表されている－、そこには

語り手の作おが倦み出ている′）だから、読者は、そのぶん語り手の存在を明瞭

に恵識する。そう占えば、l■り様のことが『読み解く』の†‾人公ジャンヌとその

夫とのあいだにもしばしば且をけられた。
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『赤と里　の構造（二）（‾古田）

Ⅲ　まとめ

小説文は反復と対比の連鎖である〇二のことは、ア読み解く』第5章に引き

続き、今回の分新でも確認された。

例えば、シュリヤンに感情移入するとき、読者はこの訓の潔い身の処し力

に矧快感を党える＝それには反子紬、がつって力がある。レーナル夫人の申し出

も、レーナルJtからの援助も断って、R分の身ひとつで将来を切り開こうとす

るジュリヤンの姿執二は、才能と野」、に溢れる若者の衿特が張っている。

それに対して、対比の面が強調されているのは、ノ1迂後の密会でのレーナル夫

人の有り様とシュリヤンのそれである－，この密会を楽しいものにしようと思い

描いていたに相違ないジュリヤンであったが、レーナル夫人のほうは絶望のあ

まり什像のように†小】／したままである。

ここにおいて、端無くも、読者は夫人の愛惜の底深さを知って驚く、崖闘篭る

名の遣る瀬無さと旅立つ者の勇ましい心根のコントラストに、心を打たれる。

とりわけ、夫人のほうはこれが最後の逢瀬だと思い込んでいる。ンユリヤンの

ほうは、そうだとは必ずしも′一三トっていない。2人のあいだの対照のニュアンス

が濃厚である、，

語り手はJ又復と対照を巧みに織り交ぜながら、ストーリーを矧聞していく。

淡々と、あるいは和利二、様にストーリーが展開されるのであれば、読者も

登場人物たちに感情移入をし続けられる。けれとも、本断章の語り口胡からは

語り手の心的傾向が拙く凍み出ている‖われわれ読者は、そういった語り手の

有山こも気を配りながら、本断博を、ひいてはレ林と乳．全編を読み進めなけ

ればならない）先に、ここでの掛川丁のIl調は、紙と居の＝lと似ていると指

摘した‖それほど語り丁－の存在が陰にr鋸二垣間見られるのか本断群である。

第6章　レトリノク

●　前章からの梗概

レ一十ル邸で家庭教剛としてIfl余りを過こしたのち、2（茂〃）ンユリヤンはシエラ
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r赤と乱の稲造（一）桔凹）

ン神父の勧告に従って7サンソンの神学校に入学する。その初口、ンユラン神父から

手紙で休柏を受けていた校長ピラール神父は、試験を兼ねた、ンユリヤンとの：川音問

に及ぶ而談ののちに、彼を全貌給費桂として採用する決砧を卜す。柵7’校でンユリヤ

ンは勤勉　▲筋の斗1．沌送ることになるが、その勉強のr人J糾二は懐社の念を禁じ得ない

のたった。卜掲の文11†は、神学校でのノ＝舌が始まっておそらく放週l田が経った頃のこ

とを運へている。

●　テクスト　tl巻276頁9行H～279頁8行目）

《おれは世の中から忘れられてしまったのかつ》　と、ジュリヤンは以

った′　ピラール神父がときときデイジョンの消印のある丁紙を受け取

っては、これを火にくべてしまっているのを知らなかった。その手紙

はとう見ても悪いところのない文章なのだが、はけしい惰熱が裏書き

されていたのである。深い後悔がその恋心をおさえようとしているよ　5

うに思われた。《すくなくとも、あの打年の恋した女が不信心な女でな

くてよか／）た》　と、ピラール神父は考えた。

ある日、ピラール神父は、とうやら涙で半ばかき消されたらしい手

紙を聞いた（，最校の別れを告げる丁紙だった。シュリヤンに向／Jて、

こういっている。「榊さまのおかけで、わたくしはやっと、わたくしのln

過ちを憎めるようになりました。わたくしにこの過ちを犯させたひと

を憎むのではありませんわ。そのひとは、これからもやはり、この日

でわたくしのいちばん人事なひとに違いありませんもの。もう諦める

ことにしましたの、あなた。こらんのとおり、涙が■¶て什ノJがありま

せん。わたくしは／供たちの幸福を考えなければなりませんし、あな15

たもあれはとかわいがってくださったイ供たちのことですもの、やっ

ぱり／供たちが問題ですわ合　‥しい、けれともおそろしい神さまが、

母親の罪の報いを、あの子たちのlにお下しになることはもうありま

すまい。これでお別れします、ジJリヤンさま、ほかのひとを悪、く思

ったりなきらないように」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

この子紙の終りはほとんと読めないくらいだった。ティジョンの宛
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r赤と雫』の構造（一）（害H）

名が昔いてあったか、けっして返・井をよこさないように、返事をよこ

すにしても、せめて用淑な射二、ンち屍ったたが聞いても、顔を赤らめ

ることがないような言葉つかいをしてほしいと浩一いてあった‖

ンユリヤンの婁鬱は、吼力が神デ校で出す八子　サンチームの食事　25

のひとい献立のせいもあって、低廉にも臍戸してきたが、ある軌7

‾ケが、想いかけず、シュリヤンの部屋に姿をあらわしたり

「やっとはいれたんたしとうこういうわけじゃないが、会おうと獣っ

てね、これで孤立もフサンソンに来たんだよ。いつも閉ってるんだ。

ひとに植んで、神学校の門で待ち伏せさせたんだが、とうしてきみは　30

一一度も出てこないんだ？」

「試練のつもりでそうしてるんだ」

「変っちゃったな。とにかく会えてよかった日石フラン鎌伴を　枚や

ったんだ。はじめ来たときからやっておけばよかったものを、おれも

間抜けだったわけさ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

ふたりの親友の会話はつきなかった‖

「ときに、知一〕てるかいり　きみの教え子の母親ってのが、ひとく神

さまにこっちまってね」

と、7－ケにいわれて、ジュリヤンは顔色を変えた。

だが、フ一一ケは例の無頓着さで話し続けたく　情熱的なシュリヤンの　40

心は、いいしれない衝撃を′乏けたのたが、フーケのほうは、いっこう

気がつかずに、相手のいちばん大事な秘密をかき乱したわけだったり

「そうなんだよ、きみ、ものすこいんだ、その仁心ぶりがnなんでも

聖地めくりをするんたってさ〔，だが、マスロン神父のやつ、一ノーの恥

をかいたわけなんだし、あのシェランさんの様丁をLよ／ノちゅう探って　45

いた只さ〔なにしろ、レーナルの奥さんのほうで、マスロンなんか相

丁にしないんでね。奥さん、テインヨンたかフサンソンへ即椚二行く

そうだ」

「プサンソンに来るんた一ノて！」と、シ川ヤンは碩をと・1つ姐こして

いった〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

－63－



『赤と雫』の構造に）は田）

「ちょくちょく来るらしいんだ」と、ブーケは、けげんな顔をして答

えた。

「きみ、『立憲新聞』もってないかい‘7」

「なんだ／Jてり」

「『、用新軌をもってるかって、きいてるんだ」と、シュリヤンは落　55

ち着きはらっていった。「ここじゃ　部三トスーで売れるからね」

「へえ！神学校にも自111t義者がいるのか！」と、ブーケは叫んだ（〉

そして、マスロン神父の偽善的な声音と柔和な調了のまねをしながら

「哀れなるフランスよ！」と、つけ加えていった。

この訪問はシュリヤンに深い感銘を与えたはずなのであるが、その　6n

酬lには、あれほど子供だと一県っていた例の小さなりエリエール出の

神学′Ⅰにいわれた一白から、蛮人なことを発見したのだった。神学校

にはいって以来、ジュリヤンはなにをやっても、へまのしとおしだっ

たのた。彼は昔々しけに自嘲した。

なるほと、日常の重要なふるまいは、巧妙にはちがいなかったが、　65

珊かなノ吊二注意がいきととかなかった。ところが、神学校の老練な連

中はも／〕ばら紺かな点をとやかくいう。したがって、シュリヤンは？

くも仲間のあいだで自Ilt巴想家と思われていた。つまらないことで、

のへつしっばを出していたのである。

Ⅰ『読み解く』第6章の概念装置

文章を魅ノ」的なものにする様々の工夫は文彩と呼ばれ、それらの総体がいわ

ゆるレトリノクを形成する。そして、文彩は小規模なものから人規模なものま

でいろんなサイスがある。また、その性質に基づいて、詔、味的文彩・統語的文

彩・汀声的文彩のこうつに分類することができる。もっとも、これらの特徴の複

数を兼ね備えた文彩も存在する，例えば、「対句」は明らかに3つの全てに跨っ

ている。

『読み解く。〕第6中の断章では、イポールという漁村のうらぶれた棟／が描
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かれていたCたとえば、「まとろんだような机という表現では、「まどろむ人」

と「寒村」の2つのイメーシが屯ね合わせられていた∪いわゆる比喩である。

この文彩のほかにもさまさまなものが附便されていたが、ここでは比喩に焦点

を絞ることにしよう。

「冬の漁付の沈滞→という主題は、中規模裾二は、すでに触れた例を含めて

3つの比喩によって浮き周川にされていた。すなわち、ほかにも「浜辺一帯に

横倒しにされている人きなボートは、死んだ人きな魚のようだった」「憎い小

道の重い眠り」といったUいl叫しがなされていたで）いずれも否定的な響きのす

る表記であり、1題とよくマノナしていた、、

小規模な文彩を取り出そうとするとき、われわれの視座は局所的な性質を強

く帯びるU中規模な文彩をⅥらかにしようとするときは、まとまりの言説の

ト規と、そこで用いられている文彩との相関裾二、われわれの分析の眼が注が

れる0それに対して、人規模な文彩を掬いriけときのわれわれの眼は、所与の

文章を人掴みに把捉することに駐中する‖このように分析者の日比は、しなやか

にして多様である。もっとも、これは主棒当然なことなのかもしれない。むし

ろ胴はのは、それそれの規模に分析の眼を帖こして、そこから言説を解剖す

ることであるかもしれない。

ア読み解く』第6帝のテクストは、「森を抜けていくイポールまでの散巷、→夕

射しときのイポールの情景→イポールでの父と娘の会話→街道を歩いていくイ

ポ‾ルからの帰途」の1つの場面から成り、ンっていた。そして、そのいずれも

が「人間の孤独」を喚起していた‖つまり、断章全体に「人間の孤独」という

テ‾マが染み渡っていた。また、そのテ【マは、個々の場面においてイメージ

豊かな比喩表現で美しく描き出されていた。

例えは、「森を㈲ナていくイポールまでの散歩」では、巨人公シャンヌとそ

の夫との夫婦仲の疎遠が、冬の雑木林の寂蓼に仮託されていた．J「イポールで

の父と娘の会話」は、「地中毎」をめくっての心象が父と娘とで大きく掛ナ駆

れていることに百及していた。ジャンヌにとっての「地中海」は、愛の紐帯を

表象する存在として、彼女の脳裡に深く刻み込まれていたのである。

見られるように、比喩はいろんな規椎で用いられ得る。反復法もそうだ。ニ
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れは前々段ですでに触れたことであるし、そうでなくても容易に推測できるこ

とである。

それに対して、「暗い小道の重い眠り」のなかの「重い」に認められる多義法、

すなわち、「静まり返った」の恋と「陰駁な」の恵を同時に表す手法は、点括

的にしか用いられないようだ。もっとも、この多義法にしても、中規模ないし

は大規模に用いられる契機を常に李んでいる。ポール・ウ7レリーの詩のある

ものは、多義法に人規模に依拠していることが想起される。

Ⅱ　テクストの分析

本断章の第1段落には、「その手紙はとう見ても悪いところのない文守なの

だが、はけしい情熱が裏肯きされていたのである。深い後悔がその恋心をおさ

えようとしているように思われた」（3－6行削　との件が見られる。シュリ

ヤンこそ知らないでいるが、レーナル夫人は・盲′いジレンマに陥／）ている。「後

悔」と「恋心」の板挟みに遭って苦しんでいる。われわれも「＝岳′H【引二おいて

種々のシレンマを経験するものだが、多くの場合には何とか妥協点を兄旧して

それらを克服する。これに刺して、レーナル夫人は苦しいジレンマにれち膵て

ないでいる。

それは「最後の別れを抑デる手紙」においてもそうである，「デイジョンの

宛名が▲11いてあったが、けっして返事をよこさないように、返事をよこすにし

ても、せめて貞淑な射二才ち展った女が聞いても、顔を赤らめることがないよ

うな冨柴つかいをしてほしいと省いてあった」（2ト24行目）とあるが、悔い

と恋とのジレンマというテーマは些かも変わっていない。レーナル夫人は、了

面とは割勘二心の奥底では、シュリヤンからの情熱的な返小を期待していると

解釈できる。

ジレンマに陥るのは、小説の登場人物にあってはよくあることである。本鞘

第2章のテクストにも「義席が気おくれと交える必死の呆合いはあまりにも苦

しかった」（35～36行目）とある。このような葛藤は、読み手を登場人物の心

評へと強く若きつけるうえで効果的である。

－66－



『赤と撰』の構造（一）徳田）

レーナル夫人のこのジレンマは、読む人によっては、中規模な文彩だと一受け

止められるかもしれないCテクストの少なくとも2右肺で、それが触れられて

いるからである山本断章においてより明瞭に小規柁な文彩だと認められるもの

としては、「ブーケのほうは、いっこう気がつかず、相手のいちばん人事な秘

密をかき乱したわけだった」（4ト42千川）、「『プサンソンに来るんだ′Jて，』

と、シュリヤンは虜を真っ由こしていっ）た／／アちょくちょく来るらしいんだ」

と・ブーケは、けけんな頓をして答えた」（4～5封－］H）、および、「つまらな

いことで、のべつしっばを出していたのである」は～69行目）が挙げられる。

これらは表記のうえで点括的である。

「人事な秘密をかき・1Lす」とは、けだし■且いり」／Jた言い草である。通常はら

は「大事な秘密を抱いている心をかき乱す」とでも言うところだろう。けれど

も、そうロつてしまうと、もとの長城の簡劫さが拍なわれてしまう。「心」を

呑器に準え、「秘宮」をそのl人J谷だと見なせば、ここでは提喩が足利二川いら

れていることがわかるノ提喩とは、部分によって全体を、全休によって部分を

表す比喩のことである。

2番Rの例では、「顔を1■い小にするンLリヤン」と「けけんな顔をするブー

ケ」とが対間されているr H一場面にいる2人のてテ場人物が対照的な反応をす

る　酌であるJこのような対照法は、個々の人物像を鮮やかに描き出すうえで

効果的である。『‖売み附く』第5帝のテクストにおいても、†人公シャンヌと

宿の民家のコルシカ久とかコントラス用かに描かれていたことが想起される。

いまの場合には、読者はシュリヤンに感情移入をしているわけだから、われわ

れは彼の雛愕を切実に受け止めるのであり、ブーケの怪訝なl拙特には第3者的

な朕差しを投げかけるに留める、

最後の例の「し／」は」は、「白山思想家としての側l析」といった山谷を合意

している‖そして、「しっばを目す」とは、シュリヤンを狐狸に例えた脚釦二

ほかならない。多くの高喩がそうであるように、語り丁は、ここで自分とジュ

リヤンとのあいたに　おの距酢を笹いている）あるいはジュリヤンを柵旅して

いるとも言えるのであって、彼をいくぶん突き放し、その行状を些か冷淡に眺

めているUそうであるからこそ、われわれ．．緒は、ンユリヤンを親身に′・⊥い、
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今後の彼の挙動を注視しようと身構える。

1・規暇な文彩としては、1－24行目を収り卜けることにしよう。この筒所の

【∪協には紬れは仲の中から忘れられてしまったのかり》とのシュリヤンの自

閉が布田されている。ジュリヤンこそ知らなかったが、レーナル夫人は†射こた

びたび手紙を送っていたのである。だから、冒頭の1文とその後の箇所とは歴

然とした対照を成している。因みに、この冒頭文は、26行口からの「ブーケの

訪問」とも対照の関係にある。

ピラール神父によって火にくべられてしまう、レーナル大人がジュリヤンに

宛てた手紙は、2校肌二分けて喚起されている。ピラール神父がときどき情宣

し蚊却した「デイジョンの消印のある手紙」（2行H）と「最後の別れを告ナ

るf祇」（9行R）の2段階である。

第1段隅では、レーナル夫人の籠通かの手紙は、反復の相のもとに　まとめ

にして喚起されている。いわく「その手紙はどう見ても悪いところのない文章

なのだが、はけしい情熱が楽譜きされていたのである。探い後悔がその恋心を

おさえようとしているように思われた」（3～6行目）とある。したがって、

この箇所は「最後の手紙」を浮き彫りにするための背景を成していると見るこ

とができる。反復的事象が1度たけ触れられているケースであり、本稿第1草

で述へたことと符合している。けだし印象的な対照法である（

その結果として、「最後の別れを告げる手紙」が　際クローズアノブされる

ことになる′　この吉関目二特徴的なのは、「朕で上1′ばかき消され」（8子JRJ　てい

ることである。発信者であるレーナル夫人白身が「こらんのとおり、候が山て

イ上力がありません」（14～15行H）と述べている。胴如勺な存イiである「朕」

が人の心を表す文【面を港ませている手紙とは、甚だロマンナノクな刈象である。

「これでお別れします」と文末のほうに認めてあるものの、レーナル夫人の湖

底は、夫人が諦念とはほと遠い心境にあることを如実に物語′つている、だから、

この苦佃は全体としてきわめてアイロニカルだと云わねばならないし

そのことは21行目からの1段落についても占える。いわく「速射をよこすに

しても、せめてH淑な妻に、上／ち戻った女が聞いても、顔を赤らめることがない
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ような言葉つかいをしてほしい→とあるが、この字面には、シュリヤンとの情

熱的な恋を再燃させたいとの、レーナル夫人の如）心が見え隠れしている。そ

のように見るならば、この箇所もアイロニーの様相を帯びていると占える。前

節で述べた夫人の苦しいジレンマが、アイロ二かレな言辞を適して垣間見られ

る件である。

あるいは・人人の沸涙は其心からのものであるはずなので、←これでお別れ

します」（19行目）との言葉も、夫人の諦念を出版的に衣していると見る向きも

あるかもしれない〉しかし、この解釈は21行目からの1段落と凱敵を来す。こ

の段落は、「夫人の諦念」と明らかに背反する内界を含むからである。

木断章は「≪おれは世の小から忘れられてしま一Jたのかi？》と、ジュリヤン

は思った→という言辞で始まっている‖これを「シュリヤンの孤独」と呼ぶな

らば、その「孤独」なるものは、このテクストを通じて3つのノJ向から否定さ

れている‖

ジュリヤンが眼にし得ないレーナル夫人からの「紙、「これで／．度もフサン

ソンに来たんだよ」（29子川）と占うブーケの訪問、ヴェリエール．・llの小さな

神学井の忠打の3つの要素がそれであるロシュリヤンが決して孤独の状態に間

かれていないことを、これらの3つの要素が連続的に述べている。もっとも、

レーナル夫人は場面に登場しない。また、シュリヤンは彼如、らの占酌を脱に

し得ない〔，だから、最初の要素に関しては、語り丁と読み丁、そしてピラール

神父のみがその存立を知り得る。だから、「3つの葉菜」と亡三っても、それは

われわれの眼前にたけ現れる要素であって、ジュリヤンの順に映るのは最後の

2つでしかない（、

そういう留保をしておかなければならないが、レ一十ル夫人、ブーケ、小さ

な神学牛の：絹がテクスト上につきつきと登場する‖「ジュリヤンの孤独」と

いうテーマに、3者がいろんな角度から接近している。あるいは、接近しよう

としているUそういう一日味で、ここの断章はハリエーション（射ヒの妙）に富

んでいる。

ハリエーションは、要素が3つであるときに最も軽やかである。それより多
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くなると鈍重さが目方ってしまう。『読み解く』第6章‘では、「人間の孤独」の

テーマが、4つの場面で繰り返し触れられていたが、そこからは多分に重苦し

さが感じ取られた。その雰囲気はテーマの荘重さにマノチしていたが、娘に

ハリエーションは3つの質素から成り、ンつ。

ところで、本断章のストーリーは、対照法を原動ノ」として勢いよく展聞され

ている、レーナル夫人は蕾筒をシュリヤンに宛てて送っているのだが、ピラーー

ル神父によ一jてインターセプトされていることを知らない。したがって、夫人

の思い込みには、相手が一色図していない断絶が含まれている。≪おれは世の中

から忘れられてしまったのか？》　と自関するジュリヤンの場合にも、Ii了＝ニこと

が云える。

シュ1」ヤンのこの思いは、「ある朝、ブーケが、一酎いがけず、シュリヤンの

邦犀に要をあらわした」（26～27行目）ことによって断ち切られる。対照の妙

味をわれわれ読者が感じ取るのは言うまでもない。さらに、ブーケのこの来訪

l⊥】休に紅対照法が川いられている。まず、ブーケが何気なくレーナル人人のこ

とを話題にのぼせたときに、ジュリヤンは著しく動揺する。それを気耽られな

いために、今度はシュリヤンが『立窟新l札」についてム々して、フーケを乾か

せてしまう‖驚愕を覚える人物が、ジュリヤンからフーケへと運転してしまう

わけである。

最後に、ブーケの来訪に富びを党えたのも束の間、シュリヤンはヴェリエー

ル出の小さな神ヴ年から自分の挙止の圭らなさを教わり、「苦々いずに自嘲す

る」（6両JH）州丁になる。周岡の者から「F川Ⅰ′思想家」のレソテルをIlll■られ

ていることを、はじめて日成する。

小説のストーリーは、対比とJ又複に基づいて展開される。見られるように、

本断章では対比の力が人きく働いている。囲みに、ハリエーションは、対比と

k復とが協同して成り、ンつ文彩である‖

Ⅲ　まとめ

前節の臼頭で取り」げた「ンレンマ」は、小説文において頻々と川いられる
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文彩であるし『読み解く」■第6草の袷3場血でも、削、海峡を讃美してILまな

い父に対して、「ジャンヌは胤巳をつきながら、父親のffうことに川音した／

『そうね、パパがそうおっしゃるのだったらね』／たが、f皮欠の唇にのぼった

この『地11■溢』という言葉が、またしても彼女の胸をしめつけ、′・且いのすへで

を、彼女の夢が埋められているあの追い回へ通わせていた」とあるように、主

人公ジャンヌは、如1では父親の言うことに従順でありながら、付し、では「地

■l鳩」の象徴件に心を笥せていた。おそらく、このような葛藤は、小説の1人

公たちにあっては誼要な側面なのであろうロ登場人物たちのジレンマは、深け

れは深いほと、われわれ読者の心を強く掴む。

偶後の別れをて」・ける手紙」（9行H）については、「丁軌と「沸涙」とがオー

ハ】ラップしている「，「別れ」という共通部分でこれら2つの事象が結びつけ

られているのだから、2首は直喩の関係にあると見なすことができる。あるい

は、「酢札が「別れ」を象徴していると考えるならば、2者は提喩によって

結ばゴしていると見なせる。いずれにしても、ロマンナノクな比喩である。

人規模な文諸引二ついては、この障草においてハリエーションと対棋†法にわれ

われは着日したロこれらは仰縦自在な文彩なのだが、ここでは人規模な文彩と

してとらえたわけである。．この2つの文彩は本テクストの構造化に関わってい

る－「文章構造」については次章でまとめて恥ノ扱うが、レトリノクが文章の

組み立てに深く閲力していることが、本テクストの分析によって明らかになっ

たはすである、

実は、筆者ははじめ、本テクストがレトリノク性において淡l′はのではない

かとの危惧を柏いていた。レトリノクの軌1－からこのテクストに迫っても、大

した言説を編み川せないのではないかとの不安を見えていた．，それほとここの

断章では、淡々とした運隼がなされているからである。

ところが実際は、見てきたように、本断凰二は興味深い文彩が数多く含まれ

ていたn結局のところ、レトリノクは文学的文字にはイ＼可欠であって、それを

抜きにしては、読者を惹きつけるケ一文を作家が物することはできないのだと言

えそうである。も／）とも、個々の作家がどれだけ意識的にレトリノクをとらえ

ているかは、自ずと問題が異なノつてくる。
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第7章　文章構造

●　前章からの梗概

神学校でのジュリヤンの暗い生活は1年余り続いたが、その終わりの頃に、シュリ

ヤンを愛弟子と見なすようになっていたピラール神父が神学校長の職を辞して、知り

合いであるパリのラ・モール侯路の許に赴く。そして、有能な秘if沌求めている侯爵

に、神父はンユリヤンを推薦する。侯爵がそれに同意すると｝速、神父はンユリヤン

をパリに呼び寄せるために手紙を送る。その手紙を受け取るや、その日のうちにシュ

リヤンはプサンソンを後にするが、パリへと立ち去る前にレーナル夫人に会いたいと

【よう矢指を抑えかねた彼は、平日の某夜小過さにヴェリエールのレーナル夫人の種芋

に梯子で忍び込んでいく。しかし、2時間話し合っても、nらに誓った貞節を堅く守

ろうとするレーナル夫人は、ジュリヤンにこのまま帰ってくれるよう頼み拭けた。下

掲の文章は、2人の剛こそのような遣り取りがあったし巨後の筒所である。

●　テクスト（L巻343貝7行目～346頁車行削

《追い返されたら、いい恥っさらしだI　それこそ　ヰ†好眼で悩まさ

れることになる。もう手紙なんかくれるものか。おれがこの土地にい

つ戻ってこられるかもわかりゃしない！》そう一県うと、たちまち、シ

ュリヤンの清らかな気持は消えてしまった。愛する女のそばに腰をお

ろし、あれほど楽しい思いをしたこの部屋で、その女を椀に抱きしめ　5

るようにし、濃い間のなかとはいえ、さきほどから女が泣いているこ

とは確かたし、胸の動きから察して畷り泣いていることがわか／）てみ

ると、シュリヤンは情けないことに、一一個の冷静な策略家になってし

まった。それはちょうど、神学校の校庭で、自分よりも腕力のあるl・・J

輩のひとりから、たちの悪い冗談の的にされていたときとトjじような、川

打算的で、冷静な気特だった。シュリヤンは身「請を長々と続け、ウ

ェリエールを離れてからの、みじめな生活の話をした。レーナル大人

は【且った。《そうすると、あたしのほうは忘れかけていたのに、このひ
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とは、牢も会わないし、思い出のしるしとなるものは、ほとんどな

に　つないのに、ヴェルシーで過した楽しい口々のことしか考えてい　ユ5

なかったのたわ》夫人はますます喋り泣いた。ジュリヤンは自分の講

が効果をあげたと見て、いよいよきめてを打つへきときがきたと思っ

た。了皮はいきなり、つい二Hはかり裾二パリからせけ恥ノた手紙の話

をもちHしたn

「司教睨下にお暇乞いをしてきたんです」
20

「まあ、フサンソンへお帰りになるのじゃありませんの・これ一Jき

り離れて行一Jておしまいになるのり」

「ええ、そうです」と、ンユリヤンはき／Jぼり答えた。「わたしがこれ

までにいちはん菜していたひとにさえ忘れられたんですもの。もうこ

の日地もおさらばです′　出ていったら二度と戻りません。パリへわき　25

ます　」

「パリへ子Jくんですって－」と、レーナル大人はつい人きな′1．をたて

てしまった。

夫人のノミ】は涙にむせ、はけしい心のもだえをさらけ日日ノている。こ

ういう姿を見なくては、シュリヤンには勇気が出なかった。のるかそ　30

るか、場合によってはぶちこわしになりかねない行動に出ようという

ところだったからである‖それに、この嘆声を聞くまでは、見当もつ

かず、H分の言葉のききめがあったのかとうかもまったくわからなか

った。もう躊躇しなかった　後仙したくないと思う気特から、完全に

自分を抑えることができた。、ンちl＿がりながら、冷やかにつけ加えて　35

いった。

「そうです、奥さん、こかいつきり、あなたともお別れですr，とうかお

しあわせで。さようなら」

シュリヤンは、　　一塊、窓のほうへ子1き、早くも窓を聞けかけた。

レーナル夫人が駆け寄って、彼の附二飛びこんだ。　　　　　　　　40

こうして　朝刊話し合／Jたすえ、シュリヤンはJl遠祖の　＿時閲のあい

だ求めに求めていたものを丁にいれた、、もう少し｝く、レーナル夫人
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の心に愛情が立ちもとり、良心の呵1■〔がなくなっていたら、またとな

い幸福が味わえたろう。このように技巧を弄して手にいれたのでは、

単なる快楽にすぎなかった。シュリヤンは、夫人がいくら哀願しても、45

rJランプをつけるといってきかなかった。

「じゃ、あなたの顔を見たという思い出が、なに　つ残らなくてもい

い、というんですか？あなたのかわいい眼は、きっと恋にうるんで

いるはずだ、それも見せてもらえないんですね。このきれいな∩い手

も見られないんですね？り　ぼくはおそらくずっとお会いできないんで　5（）

すよ」

そういわれてみれば、状にかきくれるばかりで、レーナル夫人とし

ても、なに一つ拒みようがなかった。だが、暁の光に、ウェリエール

の勅二見える川の、梢の木の輪郭がくっきり描きだされはじめたr　出

ていくところか、快楽に酔いしれたシュリヤンは、この部尾に－　Hじ　55

ゆう隠れて過し、夜になってから発ちたいといった。

「かまわないわ。またこんなことになってしまったんですもの。もう

l1分でも、［分にあきれてしまったの。これで－／ト不幸なHを見るこ

とになるわ」そういって、夫人はジュリヤンをひしと胸にかき抱いた。

「七人も打とは違うの、疑い深くなって。あのことで、あたしからうま　60

くこまかされたと思ってるの。だから、とてもあたしにつらくべるの

よ。あのひとがちょっとでも物事を聞きつけたら、あたしはおしまい

だわく　とんでもない女だってわけで、追い出されてしまうわ、たしか

にそうにはちがいないけと」

「そりゃシェランさんのいいくさだ。ぼくがつらい思いをして神′封交　65

に寺‾Jくまでは、そんなふうにはお′JLやらなかったはずだし，あのころ

はぼくを愛していてくれたのに」

Ⅰ『読み解く』第7童の概念装置

われわれ読者が石するi一捌巴握能力は高い，とのような長さの文章であれ、
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われわれはそのテーマを素早く掴み取／Jてしまうのが通例である。そして、小

さな主題がいくつか集ま／）て　つのl卜問的なまとまりを形成し、さらに、その

中問的なまとまりがいくつか連な一ノて小説全休の主題を構成すると見なすこと

は、極めて妥、■ほ一一つの文章観だと言ってよい。

このような分析をわう際、多くの場斜こわれわれが拠り桝とするのは、2分

法の考えノJである0この2分法は、ほとんと無制限に繰り返すことができる。

われわれは、そうすることによって、文や合体の内容を余すところなく把握す

ることを目論むUこれが史章醐細目つの効果的な力rJ、たということは、疑い

を谷れない。

しかしながら、このような2分法による分析のみで所与の断章の構造を明ら

かにしようとすることには、限界もある⊂なぜなら、2分法に韮つく構造分析

は、対帖する2つの部分が連続するという前提、および、叙述が必ず前から筏

へと　ノJ仙二進んでいくという前提に依拠しているからである。つまり、3分

法なとに基づく構造分析や、回帰肩、に基つく構造分析もまた可能だということ

である。

ア読み解く』第7帝では、これらの3分法と同帰法のイ√相性を確認した。す

なわち、第1部分の「シュリヤンとロサリの小倫の軒札、第2部分の「その

不倫の来歴」、そして、第3部分の「ロサリの嬰兄がその不倫の粘実美という

車夫」からなる3分構造、また、断章全体が「沈黙」に始まり←沈黙」に終わ／〕

ているというl口l帰構造を明らかにした。

もっとも、断章旋視が、以卜の：iつの考え力にl根にされるわけのものではな

いだろう。たとえば、われわれは日′．附出．†を7つの暇Rに基づいて送っている

のだが、これなとは、われわれのノよ考が7分法によってもまたなされ絹ること

の証である。あるいは、5Hの平日が想念の対象となるときは、われわれは5

分法に泌ついて考えを進めていく‖

また、2つ以卜の文章箇所が反復を成しているケースも考えられる′）この反

復法は、すでに触れた回帰法にも認められる要素であるが、連続する部分とう

しにおいても、当然のことながら牛起し得る現象である－，

小説文か構成する大小のプロノクとうしの関係は、以卜のようなさまさまな
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思考法を牛んだ複合的なものである。したがって、多少なりとも注意深く小説

文を読んでいこうとすると、読みのプロセス自体も、幾重にも重なり合った階

層をl人目附二含んだものにならさるを得ない。

一力、紙価二眼を転ずると、その川いられ加こよって、文章のタイプは次の

3つに分類される。

1紙幅をヰ題とうしのあいだで均等にハランスよく用いる文章。

2　紙幅を＋題から王題に移るにつれて漸増的または漸減的に用いる文章。

3　紙幅せ幸運とうしのあいだで不均等に用いる文章〔

均等哩の文章のイ1りノJは、紙幅の声と惜網の重要刊とを1仁比例させようとす

る傾向を映し山すものであって、秩序正しさを尊ぶ美学や111州別二対応する。

漸増棋■1もしくは漸減刊の文章は、紙幅の吊が規則」lしく変動するにも関わらず、

情報の重要竹を　定に保とうとする姿勢を反映し、秩序拝しさを一力で求めつ

つも、躍動感の静まりや高まりを射和利二欲する美学やLl欄観に対応する。最

後の不均等型の文章の在り方は、紙幅の声と一桁報の正装性を運転させようとす

る傾向を表し、もっぱらドラマナノクな事の成り行きを追求する世界観に対応

する。

小．沌文を読むわれわれは、紙幅というファクターの括れとそこから穣し出さ

れる効果を、いわば肌で感じ取りながらストーリーを読み進めていく。

Ⅱ　テクストの分析

本1析章は、10jJ目の「レーナル夫人が眉困ナ寄って、彼の腕に飛びこんだ」ま

での箇所と、その後の箇所とに2分される。

前者は、「佃の冷静な策略家」（8子川）になったシュリヤンが、大人との

交情を成し遂げるために採った丁段を詳しく述へている（ア赤と甲』全編のな

かでも印象的なシーンである。シュリヤンは、身の上話を夫人に語って、彼女

のl．．川ち心を描き立てたうえで、パリに赴くことを持ち出す（そして、驚く夫人

に「とうかおしあわせで‖　さようなら」（37－38行目）とさり気なく言葉をか

ける。その「，葉をl用いて、恋心が揮燃したレーナル夫人は「附ナ寄って、彼の
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腕に飛びこんだ→（4（桁川）わけである。夫人は、シュリヤンが演じた愁凰二

はたして絡め取られてしまった、

後半の■d頭（4ト45行【日には、聞入者としての語り手の批評が布碍されて

いる。

こうして一11‡間許し合ったすえ、シュリヤンは最初の一時間のあいた求

めに求めていたものを丁一にいれた。もう少しLトく、レーナル夫人の心に愛

惜が、■′ちもとり、良心の肘朽■1がなくなっていたら、またとない幸福が味わ

えたろうUこのように抜巧を弄して千にいれたのでは、甲なる快楽にすき

なかった。

これを受ける恰好で、桂りを屍した2人の遣り取りが描き山されている。こ

の第2場価は、話法、特にl白描前法が多川されているという特徴がある〔2人

の関係がふたたび凡に尻ったことが、l白描話法の多用によって矧机二喚起され

ている。

第1場酢はさらに、Ⅰ6行目の「・・人人はますます喋り泣いた」までの部分

と、その筏の部分とに2分割され代る。前者は「御各をLかけるジュリヤン」

を主題とし、後者は「決め手を打つシュリヤン」をi一題としている。この内の

後者は、2人の遣り取りが、l白桜話法を川いて詳細に錨山されている‖

第2場血は、56行Rの「‥・・夜になってから発ちたいといった」までの部分

とその後の部分とに2分割することができるハ前者は「シュリヤンの紫求に混

ながらに応じるレーナル夫人」を、後者は「シュリヤンにすっかり心を糾した

レ‾ナル大人」をi踵としている。ンユリヤンが「この部屋に一一日じゅう隠れ

て過し、イ女にな／）てから発ちたいといった」のに刈する、夫人の「かまわない

わ」以卜の返答からは、夫人がジュリヤンへの愛情にいまは完全に身を委ねて

いることが窺い知れる－、

このように2分法によって所リーの‾］説を分割していき、それぞれの箇所の主

題と内界を吟味していくことの効用は、そうすることでこ説の点、味をふんだん

に掴み取れることにあるL）

2分法による本断章の分析によって得られた第2部分の■己頭で、語り手が閲
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人している箇所があることをわれわれは見た。すでに掲げた部分なので、繰り

返して引用することは差し控えるが、ここの独立憎を正賓視するならば、本テ

クストは3分法的構造を宇するものだと認識することができる。つまり、ここ

はこれで3部構成のうちの第2部分だと見なすわけである。

休に、『局こと基のナレーターはコメントを差し挟むのを好む人格である。

この第2部分以外にも、8～9行口には、「シュリヤンは情けないことに、

佃の冷静な策略家になってしまった」との語り手のコメントがある、、そういう

語り手の件向がまとまって太れ出ているので、4ト45行目のiごl所は、3部構成

のうちの約2部分だと見なされ得る。

ところで、語り丁のこのような闇人は、読む人によっては煩いものだと思わ

れるかもしれない。しかし　力、それがあるからこそストーリーの大柳lくな屁

関が明ll酎二なるとも「ぅえる。また、惰り丁は、そうすることによって、われ尋）

れ読者をRらのストーリー展性＝二惹き込もうとしているとも見なすことができ

る〔）その結果、われわれの登場人物との仰ヒは逆説的により緊縛なものとなる〔，

紙ヱ居のナレーション部分と通底するとも言えるだろう。

一　力、剛帰構造については、57行目の「かまわないわし　またこんなことにな

ってしまったんですもの」というレーナル夫人の言葉に、その小畦が含まれて

いる。「また」は、ジュリヤンがプサンソンの神学校に行くhTげ）2人の愛惜関

係を指日、rしている。夫人が自らに課した貞操の習いを超えたことによって、愛

情関係が2人のあいだでふたたび結ばれたことを喚起している－ノ

実は、この回帰構造は『赤と里』全編の終結箇所にも認められる。シュリヤ

ンが「H世の階梯をまさに上り詰めようとしている間際に、彼のH論比は破綻す

る。けれとも、そうした野心を超越して、シュリヤンは、レーナル夫人との愛

惜関係が仙二も増して甘重な　のなのだと深く軌．Jする‖そのIU】の事情は、夫

人の場合にも同断である。

見られるように、『赤と黒』全編は、＿上人公が　夫人との恋愛関係に2度、上戸

ち展るという柄造を基に展開している。この小説は、l叶屈法による構造分析の

重婁r′tが際＼ンつ作品である′

最後に、反復稲造は、交情が果てたのちにシュリヤンがレーナル大人に対し
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て行う2つの夏求に認められるUまず、4ト53行目にはこうある。

シュリヤンは、人人がいくら哀願しても、リランプをつけるといってさか

なかったし

「じゃ、あなたの節を見たという思い出が、なに　つ減らなくてもいい、

というんですか－7　あなたのかわいい眼は、きっと恋にうるんでいるはず

だ、それも見せてもらえないんですね。このきれいなl′lい丁も見られない

んですねり　ぼくはおそらくずっとお会いできないんですよ」

そういわれてみれば、7尉二かきくれるばかりで、レーナル人ノ」としても、

なに　つ拒みようがなか／Jた。

さらに、「Jlユていくところか、【架に酔いしれたシュリヤンは、この郡柚二一

日じゅう隠れて過し、夜になってから発ちたいといった」（54～56千川）とある。

この要求にもレーナル夫人は譲歩する。

「かまわないわ∩またこんなことにな一）てしまったんですもの‖もう什分

でも、自分にあきれてしまったのr　これで　′l不予なHを見ることになる

わ」そうい一）て、夫人はシLリヤンをひしと胸にかき抱いた。

（57～59行R）

シュリヤンの2つの要求をレーナル大人が頼みbJれないという凶である。反

復は強調効果をもたらすものだが、ここの例もそうである。とちらか　ノ／が欠

けても、読者が√、乏けるインパクトが粧われてしまうことは明らかである。評川

手の計算は、それほとまでに緻軌二行われていると言うべきであろう。

小説文での紙陣）用いられノ」には、「均雲型」「漸増型」「漸減輿」「不」叶等型」

の4つがあることを、われわれは前節で指摘した。そして、それぞれは、秩序

■lLさを尊ぶ美学、崩即動感の静まりを欲する美学、その．高まりを欲する美学、

トラマチノクな’耳の成りわきを追求する美学に対応するとも述へた．J

ここでは、以lのことを、本陣章から】例ずつ1附lけなから確認していく

ことにLようこ

まず「均等馴」については、2分里、のところですでにその例を挙げた（40行

目の「レ一十ル夫人が′l損ナ寄って、彼の岨二飛び二人だ＿」まで叫和叶では、シュ
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リヤンが愁嘆を損じていたのに対して、それより後の箇所では、桂りを戻した

2人の遣り取りが描き出されている。これらの2つのテーマが、人まかに言っ

て均等な紙幅を用いることによって展開されている。そこから感じ取られる美

感は、けだしほと良いハランスのそれである。

「漸卿仇については、事後のレーナル夫人の態度に1例が認められる。52

～53才】削二は「そういわれてみれば、状にかきくれるばかりで、レーナル夫人

としても、なに　つ抑みようがなかった」とある。ここには夫人の岐きが端的

に述べられている。それに刈して、夜明け後の夫人は冷静さをほとんと喋り戻

している。

「かまわないわ。またこんなことになってしまったんですもの。もう自分

でも、自分にあきれてしまったの。これで一也不幸な目を見ることになる

わ」そういって、夫人はジュリヤンをひしと胸にかき抱いた。「主人も岩

とは違うの、疑い深くなって。あのことで、あたしからうまくごまかされ

たと想ってるの。だから、とてもあたしにつらく当るのよ‖　あのひとが

ちょっとでも物旨をl瑚きつけたら、あたしはおしまいだわ。とんでもない

女だ／Jてわけで、追い出されてしまうわ、たしかにそうにはちがいないけ

ど」

（57～64行Il）

紙幅が漸増的に用いられるのに対応して、躍動感が静まってきているのが如

実に感じ取られる。言い換えれば、紙幅のこの変動は、レーナル夫人のそのよ

うな心神的変化を鮮明に反映している。

次に「漸減型」については、2ト22行目の「まあ、フサンソンへお帰りにな

るのじゃありませんのI　これっきり離れて行っておしまいになるの？」とい

うレーナル夫人の言葉と、27才Hlの「パリへ71くんですって†」という同じく

夫人の言葉とのあいだに、そのl例が認められる。ここにおいて「漸減11リ」に

伴う躍動感の．・嘉まりが、はっきりと見て取れる。特に、後者には「レーナル夫

人はつい大きな声をたててしまった」との発話様態を小す言辞が添えられてい

るので、2者のあいだの懸1掛まさらに大きくなっている‖

最後に「不町野軋」にl某日ノてほ、39～40行において、紙幅のドラマナノクな
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便鞘例が認められるこいわく、「シュリヤンは、一、三歩窓のほうへ行き、早

くも窓を開けかけた。レーナル夫人が附ナ寄って、彼の腕に飛びこんだ」とあ

る0この2文の短さは、ここまで「佃の冷静な策略家」（8行別　としての

シュリヤンの語りが柁々続いていたことと対照を成している。へノドあるいは

ソファ‾のうえでのシュリヤンの「聞きが、38行に臼って拭いていたのとのコ

ントラストである＝あるいは、2人の話し合いが座ってのものたったのに対し

て、「窓を聞けるシュリヤン」「シュリヤンの胸に飛びこむレーナル夫人」が、

動的な性質を強く帯びている対照でもある日このような結構が読者に与えるイ

ンパクトには多大なものがある。

Ⅲ　まとめ

5分構造や7分構造こそ別扶できなかったものの、2分法・3分法・回帰

法・反復法が、本断章の分析においても有効であることが確認され得た。これ

らの構造が本テクストに見刺二組み込まれているのを明らかにすることができ

た。

それは、紙幅の佗われ小二ついても等しく言える。本断章は、紙幅の4つの

別けがしなやかに結びついて成立している′，われわれ読者は、技撒するとしな

いとに関わらず、この1つの朝型のあいだの揺れに身を什せて、その妙味をい

わば体感するり

けれとも、以卜のことは、むしろ言説の「スペース」に着目しての分析結果

である。ところが、小脱文の読者は、特に初読の際には、このような入局的な

視座を必ずしも持ち合わせていない。、初読者は小説文の流れに身を委ねて、そ

こに生起する驚きを喫していくものだろう。いわば、小説文という言説の「ス

トリーム」を辿りながら、登場人物たちの喜怒哀楽を分かち合う。小説文のこ

のストリ】ム性は、本稿第1時でまとめて耳川「けることにLよう。

一一筍7章おわり－
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